
2024 年 01 月 07 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕節第 2 主日                  No. 1 
 

主日礼拝   

 

前奏 「みことばもて主よ、我らを支えて」 

（D.ブクステフーデ） 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「新しい歌を主に向かって歌え。 

全地よ、主に向かって歌え。 

主に向かって歌い、御名をたたえよ。 

日から日へ、御救いの良い知らせを告げよ。」 

                      （詩編 96：1-2） 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 

 

 

リタニー 「神さま、この一年も」 
 

司式者：神さま、新しい年がはじまりました。 

会 衆：この年を、ありがとうございます。 

司式者：２０２４年の、３６６日を、 

会 衆：イエスさま、どうぞ一緒にいてください。  

司式者：神さま、あなたこそ、時を支配される方、 

会 衆：時間を超えるいのちの源です。 

司式者：恵みの年のはじめに、 

    夢と希望をあたえてください。 

会 衆：一年間、育てていける 

    願いと計画を持たせてください。 

司式者：一日一日、大切に生きている人たちを、 

    あなたは、心にかけてくださいます。 

一 同： 神さま、この一年も、 

わたしたちを守ってください。アーメン。 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 
 

聖書 ヨハネによる福音書 1:1～5 
                   新約(新共同訳)P163 

 

1 初めに言があった。言は神と共にあっ

た。言は神であった。2 この言は、初めに

神と共にあった。 3 万物は言によって成

った。成ったもので、言によらずに成った

ものは何一つなかった。4 言の内に命があ

った。命は人間を照らす光であった。5 光

は暗闇の中で輝いている。暗闇は光を理解

しなかった。 

 

賛美 56「主よ、いのちのパンをさき」 
 

 

 
 



証  岡田 明子教会員 
 

賛美 394「信仰うけつぎ」 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

派遣 

司式者  わたしたちの父であり母である神よ 

         わたしたちは今ここに、この地球で生きて 

います。 

     わたしたちを祝福してください。 

会 衆 あなたはわたしたちを世界に送り出されます。 

         わたしたちを守ってください。 

司式者 あなたはわたしたちに課題を与えられます。 

         あなたの御顔をわたしたちに輝かせてください。 

会 衆 わたしたちはしばしば過ちを犯します 

         わたしたちに恵みを与えてください。 

司式者 わたしたちはしばしば孤独を感じます。 

         御顔をわたしたちに向けられますように。 

会 衆 わたしたちに、そしてわたしたちを通して 

世界に平安を与えてください。 

 

アーメン 

  
 

 

 

 

後奏 

                
 

司 式 福原 之織 

証   岡田 明子 

奏 楽 大代 恵 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 
 


